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こどもや若者、高齢者や外国人、障害者等の居場所のスタッフさん、利用者さん、一般の方に参加いた

だき、さまざまな分野、世代を超えた交流を目的とした四日市居場所交流会(3 月 20 日・四日市市文化

会館)を開催しました。200名を超える参加者があり、こどもと高齢者が一緒に交流したり、また、新た

なつながりが生まれました。 

四日市居場所ネットワーク通信 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステージパフォーマンスを披露 

海蔵学童保育所は、日本舞踊やエイサーなどの

文化活動に力を入れており、今回、エイサーを披

露してくれました。こどもたちが叩く太鼓の音

や踊りの勇壮さで、参加者の皆さんを魅了して

くれました。 

こどもも大人も、高齢者も障害がある人もない人も、日頃の練習の成果を発揮しました。 

海蔵学童保育所 シニアサークル「男の囲炉裏端」の会 

四日市市手をつなぐ育成会 寺子屋サムライ道場 

定年を迎えたシニアの居場所づくりを行ってい

る「男の囲炉裏端」の会。懐かしの歌謡曲を披露。

こどもが飛び入り参加して一緒に歌う場面が見

られたり、参加者の皆さんが手拍子したり、会場

を巻き込んだステージとなりました。 

外国人学習支援やこども食堂、格闘技を通じた

居場所を行っている寺子屋サムライ道場。外国

人の若者がミット打ちや蹴りを披露してくれま

した。こどもたちから「スゴイ」と歓声が上がっ

ていました。 

障害者本人が主体的に参加できる余暇活動を行

っている手をつなぐ育成会によるダンス披露。

日頃の練習の成果を発揮し、楽しそうにダンス

をしている姿をこどもたちが食い入るように見

ていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボードゲームを使って交流 

こども、高齢者、外国人、障害がある人などが一緒のテーブルでボードゲームを楽しみました。その場

で気軽に会話が生まれ、自然とコミュニケーションが取られていました。参加した居場所スタッフさん

は「自分たちの居場所でもボードゲームを取り入れたい。」とおっしゃっていました。 

 

 

 

お楽しみ抽選会では、障害福祉事業所で

作られている、洋菓子ギフトを用意。 

当たった皆さん、おめでとうございます。 

ご参加いただいた皆さ

ま、ありがとうございま

した。 

今回の交流から「つなが

り」へと発展させていき

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四日市居場所ネットワークのロゴができました！ 

「ロゴがあったらいいね。」のひとことをきっ

かけに、ロゴデザインの募集が始まりました。 

昨年 12 月から今年の 1 月を募集期間として、

応募数１５４作品とたくさんの応募をいただき

ました。 

その中から選考を重ね、選ばれた作品は小学

生が考えてくれたデザインです。そのデザインを

もとにデータ化し、考えてくれた小学生に最終

確認をして完成したのが左のロゴとなります。 

ハートがつながる幸せの四つ葉のクローバー

をイメージしてくれました。つながりを大切にす

る居場所ネットワークのイメージにぴったりなデ

ザイン。 

ご応募いただいた皆さま、ありがとうござい

ました。 

【問合せ先】※四日市居場所ネットワークに参加したい団体、事業所は、ご気軽にご連絡ください 

発行者：NPO 法人市民社会研究所（委託者：四日市市健康福祉部福祉総務課） 

住 所：〒510-0086 四日市市諏訪栄町 3-4 

電 話：059-355-5115 メール：ssk21ww@yahoo.co.jp  ※電話は「伊勢おやき本舗」で出ます 

 
四日市居場所ネットワークとは 

四日市市内には、こども食堂や高齢者サロン、学童

保育所、認知症カフェなど、さまざまな福祉的居場所

があります。こども、若者、高齢者、障害者、外国人、

生活困窮者等のさまざまな分野の居場所がつながり、

総合的な居場所ネットワークをつくっていきます。 

 居場所ネットワークができると、いろんな分野の居

場所どうしの交流や、居場所を運営する人どうしが、

すぐに困りごとを相談したり、情報共有できたりと、

様々なメリットがあります。興味を持たれた方は問合

せ先までご連絡ください。みんなで一緒につくりまし

ょう！ 

こども 

154の応募作品 


